
臨魔難曲幽幽曲豆轟議ぬ．．船幅魚価幽魂騙「＿；一盛壷紐鶴一幽扁磁一一一盈翻ゼ騨

4
　
　
　
・
∵
亀
　
　
　
　
「
　
」
　
　
「
・
」
・
r
r
‘
」

．
ち

て
　
F
，
‘
　
　
　
．
一
冒
『
　
、
区
　
’
－

a
三
・
・
’
　
・
“
、
　
　
．
互
・
～
と
　
莞
　
．
　
㌦
、
r
r
、
　
V
　
　
r
　
　
　
・
蚕
ド
㌧
7
距
．
　
・
㌧
一
・
．
ξ
「
．
・
・
で
ゆ
　
べ
，
．
♪
「
じ
・
’

．
」
　
「
　
」

r
砦
・
’
　
　
び
．
・
　
、
P
蟻
．
　
’
．
’
一
．
な
．
さ
声

『
・
r
「
・
』
「

．
．
ず
一
、
ご
…
跡
職
“
ぞ
る
阪
亥
・
み
「
藍
監
．
・

蝿
鰐
8
罵
8
鰐
8
鰐
。
。
鰐
。
。
鰐
8
槻
。
。
鰐
8
鰐
。
。
鰐
8
嶋
。
。
罵
。
。
樗
8
鰐
8
綴
8
魂
。
。
鰐
8
鰐
。
。
構
。
。
罵
。
。
鰐
8
罵
。
。
罵
8
構
。
。
罵
。
。
鰐
8
樗
8
綴
8
構
。
。
構
。
。
鰐
8
漉

1961年1月16日第3種郵便物認可　1994年9月1日　第401号（毎月1回1日発行1部50円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（醗鰹蟹磐騨については・）

￥OGVδc『『δG￥δc『￥隔δc》δc》δCvδG￥δC￥δCvδGVδc￥｛）c￥δCvδc》δc》こ）C￥δCv・

姻
　
’

㈱や

NO．
仏暦2537年9月
　　（1994年）

蟹
隈

禽
叢
論

齢塩　　　　’「「

㌔　　　　　　　　司

臨噴

霧

障
膨
“

船．

蜒
h

京都グランドホテルで開催された第6回加盟団体代表者研修会

（関連記事2頁）

憾憾憾

♂
8
》
8
｝
o
り
》
8
｝
8
｝
零
》
8
》
8
｝
8
｝
零
｝
需
｝
零
｝
o
の
｝
8
｝
零
｝
8
浄
8
矩
零
｝
零
》
8
掛
8
》
需
》
8
》
8
憂
事
｝
8
｝
8
｝
8
》
零
｝
需
》
8
》
％

　　　　　　　　　　　　」4F；41＞8しα）臼1Sτ〆『EOER47701＞

つ。λつ。λつ。鋤。踊。義つ。義つ憾oc氏。憾つ。λつ。義つ。λつ。義つ。義つ。或gcλつ。λつ憾つ

・
翼
四
・
哩
奇
　
・

㍉
　
「
・
　
．
　
　
：
7
　
・
　
　
　
　
7

’
㍗
圃
炉
ミ
p
誕
・
　
U
　
．
コ
」
．
．
　
　
脚
コ
曜
巳
娼
・
・
「
9
、
・
・
二
　
　
　
．
一
’
・
．
　
㌶
．
　
　
・
噸
．
．
・
層
　
　
．
函
で
．
「
一
メ
占
　
「
諸

F
　
　
　
、

彰
ヒ

＿＿　　．　，。＿．．牌鐸一．　、珊輝珊鯉ぢ撃騨駄彫甥暇灘饗購鐸鰹署罪饗野群零羽誓算丁凝置壌



9
．
語
〆

題L凹凹

仏全1994年9月1日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

現
行
法
・
戒
名
の
位
階
に
つ
い
て

　
　
　
第
六
回
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会
か
ら

　
本
年
度
の
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会
は
、
去

る
七
月
六
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
を
会
場
に
、
標
記
の
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
、
本
会
加
盟
の
宗
派
、
都
道
府
県
仏
教

会
、
各
種
団
体
の
代
表
者
約
百
名
が
参
加
し
た
。

　
法
・
戒
名
の
位
階
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
早
く

か
ら
差
別
法
・
戒
名
の
問
題
に
関
連
し
て
、
そ
の
差

別
性
が
問
わ
れ
て
き
た
が
、
二
年
前
に
惹
起
し
た
、

栃
木
県
内
の
曹
洞
宗
寺
院
の
住
職
に
よ
る
差
別
発
言

を
発
端
と
し
て
、
そ
の
糾
弾
会
の
中
で
、
具
体
的
課

題
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
位
階
の
歴
史
的
背
景
や
実
態
、
宗
祖
・
教
学

と
の
関
係
が
問
わ
れ
、
さ
ち
に
は
、
院
号
、
居
士
、

信
士
な
ど
の
一
般
的
位
階
の
差
別
性
、
宗
教
性
の
問

題
も
論
じ
ら
れ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
初
め
に
部
落
解
放
同
盟
栃
木

県
連
書
記
長
の
和
田
献
一
氏
が
、
問
題
提
起
を
行

い
、
次
い
で
そ
れ
を
受
け
て
、
曹
洞
宗
・
柚
木
正
元

師
、
浄
土
宗
・
渓
逸
郎
師
、
真
言
宗
智
山
派
・
小
山

典
勇
師
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
田
中
郁
朗
師
よ

り
、
各
加
盟
団
体
の
取
り
組
み
の
現
状
と
将
来
の
展

望
が
報
告
さ
れ
た
。
最
後
に
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

な
わ
れ
、
約
三
時
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
幕

を
閉
じ
た
。

　
以
下
、
和
田
氏
の
問
題
提
起
を
中
心
に
、
発
言
の

要
旨
を
掲
載
す
る
。

　
　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

［
問
題
提
起
］

　
栃
木
県
で
起
き
た
、
曹
洞
宗
の
住
職
に
よ
る
差
別

発
言
の
糾
弾
を
展
開
す
る
中
で
、
差
別
戒
名
の
位
階

の
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
場
で
問
題
提

起
を
い
た
し
た
い
。

　
糾
弾
会
の
中
で
住
職
よ
り
「
禅
定
門
は
、
困
っ
て

い
る
人
、
民
生
委
員
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
、
身

体
障
害
者
、
寺
に
反
対
ば
か
り
し
て
い
る
人
、
他
県

か
ら
来
た
人
、
屠
殺
業
の
人
、
家
畜
業
の
人
」
と
い

う
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
師
匠
か
ら
弟
子

へ
と
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に

『
禅
門
小
僧
訓
』
と
い
う
差
別
戒
名
の
指
南
書
が
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
差

別
戒
名
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
宗
祖
道

元
禅
師
自
身
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
宗
門
、
教
団
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
、
が
問
題
に
な
っ
た
。

　
　
『
正
法
眼
蔵
』
の
中
に
「
種
姓
を
感
ず
る
こ
と
恐

れ
。
容
顔
を
見
る
こ
と
為
れ
。
非
を
嫌
う
こ
と
莫

れ
。
」
　
「
世
俗
の
貴
賎
を
一
切
見
る
こ
と
莫
れ
。
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
種
姓
と
は
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制

度
の
こ
と
。
こ
こ
か
ら
道
元
禅
師
は
、
差
別
を
否
定

し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
と
す
る
と
、
の
ち
に
教
団
を
形
成
す
る
中
で
、
宗

祖
の
教
え
に
反
し
て
差
別
を
宗
門
の
中
に
取
り
入
れ

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
世
俗
の
な
ら
い
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
山
勢
が
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
差
別
を
否
定
す
る
教
え
は
、
権
力
と
対
決
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
で
は
宗
門
が
立
ち
行
か
な
く

な
る
の
で
、
世
の
な
ら
い
に
妥
協
し
、
権
力
に
妥
協

し
て
、
宗
門
が
変
節
し
て
き
た
大
き
な
流
れ
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
世
の
な
ら
い
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
身

分
制
度
や
差
別
的
秩
序
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と

に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
今
日
で
は
経
済
的
・
社

会
的
地
位
を
反
映
し
て
、
戒
名
の
没
後
作
話
と
い
う

こ
と
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
世
の

な
ち
い
、
差
別
的
秩
序
を
体
現
化
し
た
も
の
が
展
開

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
そ
こ
で
、
求
め
ら
れ
る
の
は
、
宗
祖
の
教
え
に
立

ち
返
っ
て
、
世
の
な
ら
い
を
断
ち
切
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
差
別
戒
名
や
位
階
を
廃
し
て
、
授
戒
に
徹

一2一
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す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
信
仰
集
団
と
し
て
確
立

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う

な
る
と
宗
門
は
立
ち
行
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、
宗

祖
の
教
え
に
反
し
て
き
た
教
団
は
解
体
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
ど
う
解
決
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
宗
門
か
ら
は
「
只
管
打
坐
」
と
い
う
答
え
が
出

さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
つ
の
宗
教
的
立
場
か
も
し
れ
な

い
が
、
ひ
た
す
ら
坐
禅
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
問
題

が
解
決
す
る
と
い
う
、
観
念
的
実
践
論
で
あ
る
。
私

問
題
提
起
す
る
和
田
献
一
射

た
ち
は
そ
う
い
う
立
場
を
と
ら
な
い
。
部
落
差
別
の

問
題
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
こ
の
歴
史
的
・
社

会
的
な
場
で
差
別
の
問
題
が
起
き
て
い
る
の
だ
か

ら
、
現
実
の
こ
こ
の
場
で
解
決
し
て
ほ
し
い
わ
け
で
す
ゆ

　
で
は
、
そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
な
場
と
は
一
体
何

か
と
い
う
と
、
曹
洞
宗
の
内
局
の
人
た
ち
の
取
り
組

み
が
、
一
万
五
千
ケ
寺
の
ど
れ
だ
け
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
ら
か
に
拒
否

し
て
い
る
寺
院
や
、
檀
信
徒
に
反
対
さ
れ
て
取
り
組

め
な
い
住
職
さ
ん
も
い
る
。
こ
れ
も
歴
史
的
・
社
会

的
場
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
宗
祖
の
教
え
を

ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
、
宗
門
の
教
え
か
ら
答
え

を
導
き
だ
す
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
宗
門
の
教
え
か
ら
導
き

だ
せ
な
い
な
ら
ば
、
人
権
と
か
権
利
保
障
と
い
う
概

念
で
、
宗
門
が
差
別
の
問
題
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
私
た
ち
が
、
　
「
世
の
な
ら
い
を
受
け
入
れ
て
き

た
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
、
そ
こ
に
部
落

差
別
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
世
の
な

ら
い
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
い
っ
て
通
し
て
き
た
、

そ
こ
の
と
こ
ろ
に
メ
ス
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
、
部

落
問
題
を
解
決
す
る
大
き
な
方
向
性
を
見
い
だ
す
こ

と
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

［
各
加
盟
団
体
の
報
告
］

柚
木
祖
元
師
（
曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
事
務
局
長
）

　
宗
務
庁
で
の
取
り
組
み
を
所
属
寺
院
、
檀
信
徒
に

伝
え
広
め
る
た
め
に
、
①
宗
内
の
各
研
修
下
等
で
、

戒
名
・
檀
家
制
度
・
過
去
帳
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
。
②
教
学
的
に
は
現
代
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、

戒
名
の
歴
史
的
、
社
会
的
、
宗
教
的
な
意
味
を
検
討

す
る
。

漢
逸
郎
師
（
浄
土
宗
滋
賀
教
区
教
化
団
長
）

　
浄
土
宗
全
国
教
化
団
長
会
議
で
の
発
表
内
容
か
ら

戒
名
・
位
階
は
住
職
の
裁
量
、
地
方
の
慣
例
に
任
さ

れ
て
お
り
、
封
建
体
制
下
の
価
値
観
と
、
現
代
の
経

済
的
ラ
ン
ク
づ
け
が
絡
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
地
域
・

教
団
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

小
山
典
勇
師
（
智
山
伝
法
院
教
化
研
究
室
主
任
）

　
教
化
研
究
者
の
立
場
と
現
場
の
住
職
の
立
場
か

ら
、
自
坊
や
近
隣
寺
院
の
実
例
な
ど
に
基
づ
く
報
告

が
あ
っ
た
。
差
別
や
社
会
へ
の
認
識
を
深
め
、
宗
祖

の
教
え
を
も
っ
と
勉
強
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
同
和
問
題
を
教
学
の
実
践
と
し
て
位
置
づ
け
、

積
極
的
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

田
中
郁
朗
師
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
基
幹
運
動
本
部

中
央
相
談
委
員
）

　
浄
土
真
宗
で
は
、
　
「
釈
」
の
字
と
二
字
の
法
名
の

み
で
、
位
号
は
用
い
な
い
の
が
本
来
で
あ
っ
た
が
、

全
国
の
相
談
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
報
告
に

よ
る
と
、
最
近
は
崩
れ
て
き
て
い
る
。
院
号
・
法

名
・
位
号
と
は
、
一
体
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
当
面
の
課
題
で
あ
る
。
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長
谷

「
法
一
律
相
談
」
か
ら

川
正
浩
顧
問
弁
護
士
に
聞
く

　
現
在
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
の
午
後
、
長
谷
川
正
浩
顧
問
弁
護
士

に
よ
る
「
無
料
法
律
相
談
室
」
を
行
な
っ
て
い
る
。
最
近
は
ど
ん
な
相
談
が
多
い
の
か
、
仏
教
界

を
取
り
巻
く
、
様
々
な
問
題
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
　
　
（
聞
き
手
　
社
会
部
長
・
野
生
司
祐
宏
）

　
一
全
日
本
仏
教
会
で
行
な
わ
れ
て
い
る
「
法
律

相
談
」
で
は
、
ど
ん
な
種
類
の
相
談
が
多
い
で
す
か
。

　
長
谷
川
　
相
談
に
来
ら
れ
る
方
は
、
ほ
と
ん
ど
住

職
か
寺
族
で
す
か
ら
、
直
接
お
寺
の
運
営
に
か
か
わ

る
よ
う
な
問
題
、
例
え
ば
、
不
動
産
の
貸
付
け
、
住

職
の
後
継
者
問
題
、
墓
地
の
拡
張
・
新
設
な
ど
の
相

談
が
多
い
で
す
。
あ
と
税
金
に
関
す
る
も
の
で
す
ね
。

　
一
税
金
に
関
し
て
は
、
収
益
事
業
の
範
囲
や
税

率
と
い
っ
た
制
度
的
な
問
題
と
、
税
務
署
と
の
折
衝

の
時
に
生
ず
る
個
別
の
問
題
、
の
二
つ
に
分
け
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
個
別
の
問
題
は
、

本
誌
で
も
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
来
ま
し
た
の
で
、長谷川弁護士

今
回
は
制
度
面
（
税
制
）
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
お
話
し
下
さ
い
。

　
長
谷
川
　
宗
教
法
人
本
来
の
事
業
が
、
非
課
税
で

あ
る
根
拠
の
一
つ
は
、
　
「
公
益
性
」
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
充

分
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
今
、
日
本
宗
教
連
盟
（
日

宗
連
）
で
は
、
そ
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

宗
教
法
人
の
持
つ
公
益
性
は
財
団
法
人
・
社
団
法
人

と
い
っ
た
一
般
の
公
益
法
人
と
少
し
性
格
が
違
い
ま

す
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
宗
教
学
と
か
社

会
学
と
か
宗
教
民
俗
学
な
ど
と
い
っ
た
学
問
の
成
果

に
基
づ
い
た
、
学
際
的
な
研
究
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
一
宗
教
法
人
の
公
益
性
を
明
ら
か
に
す
る
、
と

い
う
の
は
重
要
な
課
題
で
す
ね
。

　
長
谷
川
　
世
論
を
充
分
に
説
得
出
来
る
だ
け
の
研

究
成
果
が
ま
だ
な
い
。
公
益
性
と
い
う
言
葉
は
、
人

に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
概
念
が
違
い
ま
す
。
電
力
会
社

に
だ
っ
て
あ
る
意
味
で
は
公
益
性
が
あ
る
わ
け
で
す

よ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
株
式
会
社
に
な
っ
て
い
る
。

’
－
　
・
、
　
・

　
1
他
に
税
金
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

に
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
長
谷
川
　
一
般
の
お
寺
で
、
参
考
に
な
り
そ
う
な

事
例
の
一
つ
は
、
席
貸
し
の
問
題
で
す
ね
。
税
法
上

の
文
言
で
は
、
お
葬
式
等
の
会
場
と
し
て
、
本
堂
や

会
館
を
貸
す
場
合
、
収
益
事
業
に
該
当
す
る
よ
う
に

も
読
め
る
。
こ
れ
は
お
か
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
、

国
税
庁
へ
交
渉
に
行
き
ま
し
た
。
当
初
は
、
お
寺
で

あ
る
以
上
、
仏
式
の
葬
儀
の
会
場
と
し
て
使
用
す
る

場
合
は
、
収
益
事
業
と
し
な
い
、
と
い
う
話
だ
っ
た

の
で
す
が
、
担
当
者
が
替
わ
る
と
、
今
度
は
そ
の
寺

の
僧
侶
が
出
仕
す
れ
ば
よ
い
、
と
変
化
し
た
。
こ
れ

は
個
別
通
達
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
現
在
、

ど
こ
ま
で
行
き
届
い
て
い
る
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
1
あ
の
通
達
は
、
も
う
有
名
無
実
に
な
っ
て
い

る
と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
。

　
長
谷
川
　
実
は
そ
の
後
、
　
「
出
仕
す
る
」
と
い
う

言
葉
を
め
ぐ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
解
釈
の
相
違
が
生
じ

ま
し
た
。
現
実
問
題
と
し
て
、
他
の
宗
派
の
ご
住
職

が
導
師
を
勤
め
て
い
る
葬
儀
の
場
へ
、
な
か
な
か
出

仕
し
に
く
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

税
務
署
を
納
得
さ
せ
る
に
は
、
ま
ず
、
葬
祭
業
者
に

話
し
て
、
そ
の
寺
の
住
職
が
出
仕
す
る
こ
と
を
、
葬

儀
の
差
定
に
組
み
込
ん
で
も
ら
う
、
そ
し
て
証
拠
の

た
め
写
真
を
撮
る
よ
う
に
す
る
、
そ
う
し
た
措
置
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
一
次
に
、
　
「
政
教
分
離
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
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て
、
ご
見
解
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
政

変
で
、
公
明
党
が
政
権
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
こ
の

問
題
が
各
方
面
で
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
全
日
本
仏
教
会
で
、
政
教
分
離
と
い
え
ば
「
首
相

の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
国
家
の
側
が
、
特
定
の
宗
教
団
体
に
関
与
す
る

こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
今
回
は
ち
ょ
う

ど
逆
で
、
一
宗
教
団
体
が
政
党
を
創
り
、
政
権
に
加

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
権
力
を
行
使
す
る
、
と

い
う
現
象
で
す
が
。

　
長
谷
川
　
法
律
論
と
し
て
の
政
教
分
離
と
、
政
治

論
と
し
て
の
政
教
分
離
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
来
、
政
教
分
離
は
、
国
家
の
側
が
特
定

の
宗
教
団
体
と
関
わ
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
宗
教
者
も
国
民
の
一
人
と
し
て
政
治
的

意
見
を
述
べ
た
り
、
政
治
活
動
を
す
る
こ
と
は
自
由

で
す
。
し
か
し
一
宗
教
団
体
が
政
党
を
創
っ
て
、
国

家
権
力
を
握
っ
て
し
ま
う
と
、
他
の
宗
教
団
体
に
関

与
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
政
権
を
取

る
と
い
う
政
党
本
来
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
暁
に

は
、
法
律
上
の
政
教
分
離
に
背
反
す
る
結
果
が
生
じ

る
可
能
性
が
高
い
わ
け
で
す
。
た
だ
、
ま
だ
達
成
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
、
現
在
は
法
的
に
は
政
教
分
離
に
反

す
る
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
状
態
に
あ
る
わ
け
で
す
。

　
1
こ
の
問
題
と
関
連
し
て
、
衆
議
院
に
お
け
る

小
選
挙
区
制
度
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
論
議
さ
れ

て
い
ま
す
が
。

　
長
谷
川
　
小
選
挙
区
制
は
、
ど
ん
な
に
理
想
的
に

運
営
さ
れ
て
も
、
一
つ
の
選
挙
区
で
一
人
し
か
当
選

出
来
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
創
価
学
会
の
よ
う
な
強

固
な
組
織
票
を
全
国
規
模
で
持
っ
て
い
る
団
体
が
、

有
利
に
な
り
ま
す
。
何
党
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
い

う
こ
と
を
聞
く
候
補
者
を
支
援
す
れ
ば
い
い
の
で
す

か
ら
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
小
選
挙
区
制
に
は
非
常

に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
、
い
え
ま
す
ね
。

　
1
最
後
に
、
先
般
、
刊
行
さ
れ
た
『
寺
院
運
営

の
法
律
入
門
』
の
反
響
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
長
谷
川
　
こ
の
本
は
、
大
学
生
向
け
の
教
科
書
と

し
て
出
版
し
た
も
の
で
す
が
、
お
蔭
様
で
、
ご
住
職

さ
ん
方
か
ら
も
「
わ
か
り
や
す
い
」
と
い
う
声
を
聞

き
、
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　　　
　
　
　
　
　
　
　
比
叡
山
宗
教
サ

　
去
る
八
月
四
日
午
後
、
　
「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ

ト
七
周
年
記
念
－
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
」
が
比
叡

山
延
暦
寺
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
集
い
は
、
　
一
九
入
七
年
開
催
の
「
比
叡
山

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
の
精
神
を
継
承
す
べ
く
、
翌
年
よ

り
毎
年
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
比
叡
山
に
お
け
る

真
夏
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
式
典
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
猛
暑
の
中
、
二
時

五
十
分
、
杉
谷
義
純
天
台
宗
務
総
長
に
よ
る
開
式
の

辞
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
献
燈
・
献
華
・
献
香

寺院運営の

法律入門

長谷川正浩著

定　価　2，000円（仏教界関係者は2割引）

申込先　東京都新宿区新宿1－19－6

　　　　1Sビル205号室長谷川法律事務所

　　　　麿03－3352－4554

ミ
ッ
ト
七
周
年
記
念

　
に
続
い
て
、
梅
山
圓
了
天
台
座
主
御
導
師
の
元
、
法

　
要
が
勤
修
さ
れ
た
。

　
　
三
時
三
十
分
、
平
和
を
願
い
、
出
席
者
全
員
に

　
よ
る
一
分
間
の
斗
掻
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
メ
ッ

　
セ
ー
ジ
朗
読
、
中
村
康
隆
全
日
本
仏
教
会
会
長
な
ど

　
来
賓
の
挨
拶
、
ユ
ニ
セ
フ
へ
の
義
援
金
贈
呈
と
進
行

　
し
、
　
「
平
和
を
語
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
日
本
ユ

　
　
ニ
セ
フ
協
会
の
根
津
三
郎
氏
が
講
演
を
行
な
っ
た
。

　
　
な
お
、
五
時
か
ら
は
、
会
場
を
比
叡
山
ホ
テ
ル

　
に
移
し
て
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
。
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法
華
経
の
日
蓮
的
受
容

　　

@　

　
第
二
十
八
回
「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研

究
会
が
、
去
る
六
月
二
十
七
日
午
後
一
時
か
ら
、
日

蓮
宗
宗
務
院
で
開
催
さ
れ
た
。

　
日
蓮
宗
人
権
対
策
室
顧
問
・
中
正
教
篤
師
が
、

「
人
権
と
施
陀
羅
一
法
華
経
の
日
蓮
的
受
容
1
」
の

テ
ー
マ
で
、
要
旨
次
の
よ
う
な
発
表
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
本
論
に
先
立
っ
て
、
差
別
解
消
の
立
場
か
ら
一
言

申
し
上
げ
る
と
、
仏
教
の
原
典
か
ら
「
業
」
思
想
や

栴
陀
羅
と
い
う
言
葉
を
取
り
上
げ
て
、
護
教
的
解
釈

や
批
判
的
見
解
を
し
て
終
わ
り
に
す
る
の
で
な
く
、

そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
た
分
析
を
し

て
い
く
こ
と
が
、
前
仏
の
こ
の
研
究
会
の
よ
う
な
研

修
に
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
つ
い
で
、
原
典
に
あ

る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
的
な
言
葉
が
、
中
世
か
ら
近

代
、
現
代
に
か
け
て
、
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
き
た

か
、
そ
の
社
会
的
・
歴
史
的
見
地
は
ど
う
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
教
団
人
と
し
て

極
め
て
大
切
な
視
点
で
あ
る
。
仏
教
は
人
間
平
等
の

教
え
で
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
が

自
主
的
・
実
践
的
に
差
別
解
消
に
取
り
組
み
、
克
服

し
て
い
く
責
任
が
あ
る
と
痛
感
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
栴
陀
羅
と
い
う
言
葉
に
関
し
て
、
法
華
経

の
『
安
楽
行
品
』
に
「
国
王
、
王
子
、
大
臣
、
官
長

に
親
近
せ
ざ
れ
」
　
「
栴
陀
羅
及
び
畜
猪
亀
有
狗
を
、

敗
猛
漁
捕
す
る
諸
々
の
悪
律
に
親
近
せ
ざ
れ
。
」
と

い
う
表
現
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
厳
し
く
自
戒
し
て

　
　
　
　
　
ぜ

お
か
な
け
れ
峨
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
日
蓮
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
ち
、
表
現
し
て

い
る
か
を
み
た
い
。
日
蓮
遺
文
の
『
佐
渡
御
書
』
に

は
「
日
蓮
、
今
生
に
は
下
賎
の
者
と
生
ま
れ
、
二
輪

羅
が
家
よ
り
出
で
た
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
　
『
本
尊

問
答
抄
』
に
は
「
日
蓮
は
安
房
国
長
狭
の
二
番
篠
郷

片
海
の
海
人
が
子
な
り
。
」
と
あ
る
。
他
の
書
に
も

同
様
に
「
日
蓮
は
民
の
子
な
り
」
の
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
は
栴
陀
羅
蔑
視
の
否
定
で
あ
り
、
栴
陀
羅
を
漁

師
の
子
で
あ
る
自
己
に
ひ
き
あ
て
て
解
釈
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
職
業
・
家
柄
・
門
地

に
よ
る
差
別
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
日
蓮

門
下
は
肝
に
銘
じ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
が
「
旛
陀
羅
」
と
か
「
下

賎
の
民
」
と
い
う
語
を
他
者
に
向
け
て
使
用
す
れ

ば
、
そ
れ
は
日
蓮
に
敵
対
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を

注
意
し
た
い
。
ま
た
今
後
の
日
蓮
教
学
の
研
究
に
当

た
っ
て
は
、
他
の
日
蓮
遺
文
な
ど
を
、
も
っ
と
厳
密

に
掘
り
下
げ
、
検
討
を
加
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
で
、
幕
末
の
日
蓮
教
団
の
教
学
者
で
あ
る
優

三
筆
日
輝
師
の
思
想
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
師

が
そ
の
著
述
で
「
仏
縛
、
嫡
子
、
自
縛
か
ら
脱
す

る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
経
典
や
祖
録
の

文
字
づ
ら
だ
け
を
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
自
分

自
身
で
、
信
仰
的
・
教
学
的
に
、
こ
れ
か
ら
の
あ
る

べ
き
姿
を
探
れ
と
い
う
の
が
優
艶
那
教
学
で
あ
る
と

思
う
。
そ
の
成
立
の
背
景
に
は
、
幕
末
に
お
け
る
仏

教
批
判
、
仏
教
攻
撃
が
あ
り
、
こ
れ
に
答
え
ん
と
す

る
心
意
気
を
バ
ネ
に
し
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
特
徴
は
、
儒
教
、
神
道
、
国
学
な
ど
と
妥

協
し
な
が
ち
、
そ
の
思
想
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
仏
教

の
三
世
因
果
論
を
説
い
て
、
儒
教
、
神
道
、
国
学
に

対
す
る
優
位
性
を
主
張
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
三
世
因
果
論
の
説
き
方
に
問
題
が
で
て
く
る
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の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
優
陣
幕
師
の
考
え
方

を
、
師
の
著
作
『
妙
修
円
通
義
』
を
通
し
て
見
て
み

る
と
、
そ
の
因
果
論
か
ら
差
別
的
な
発
想
が
ス
ト

レ
ー
ト
に
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
師

の
本
意
は
、
平
等
的
な
考
え
方
に
あ
る
の
だ
が
、
悪

し
き
至
論
に
つ
な
が
る
発
想
が
あ
っ
た
点
は
免
責
さ

れ
な
い
。
と
同
時
に
私
た
ち
が
師
の
考
え
の
本
質
を

見
ず
に
、
因
果
論
の
字
句
の
み
を
お
説
教
に
引
用
す

る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
重
大
な
問
題
が
発
生
す
る
で

あ
ろ
う
。
本
当
に
私
た
ち
が
、
差
別
解
消
に
精
進
努

力
す
る
な
ら
ば
、
過
去
の
こ
と
に
も
恐
れ
ず
に
取
り

組
ん
で
い
く
勇
気
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
こ
れ
ら
は
教
団
的
な
立
場
で
も
っ
と
深
め
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
蓮
が
法
華
経
の
中
で
極
め
て
重
視

し
た
の
は
『
常
不
軽
菩
薩
品
』
の
「
但
行
礼
拝
」
で

あ
る
。
　
「
我
れ
深
く
汝
た
ち
を
敬
う
、
あ
え
て
軽
慢発表する中濃教篤師

せ
ず
。
所
以
は
い
か
ん
。
汝
た
ち
皆
菩
薩
の
道
を
行

じ
て
、
ま
さ
に
作
仏
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
」
こ
こ

に
本
宗
の
人
権
に
つ
い
て
の
基
本
姿
勢
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
。

　
『
普
賢
菩
薩
品
』
に
「
こ
の
人
は
現
世
に
白
癩
の

病
を
得
ん
」
と
あ
る
の
を
、
日
蓮
が
た
い
へ
ん
悩

み
、
真
剣
に
受
け
と
め
ち
れ
た
と
い
う
こ
と
が
、

『
身
延
山
御
書
』
に
出
て
く
る
。
　
「
暴
行
礼
拝
」
の

「
我
れ
深
く
汝
た
ち
を
敬
う
」
と
「
白
癩
云
々
」
と

の
関
係
を
日
蓮
が
ど
う
解
決
し
た
か
は
、
こ
れ
か
ら

の
私
た
ち
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
こ
の
「
但
行
礼
拝
」
を
実
践
し
た
方
に
、
綱
脇
龍

妙
師
が
い
る
。
師
は
明
治
三
十
九
年
に
身
延
山
に
、

墨
譜
園
と
い
う
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
た
め
の
病
院
を

建
て
、
不
惜
身
命
の
救
癩
活
動
を
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

そ
の
精
神
的
支
柱
は
、
法
華
経
の
『
常
不
軽
菩
薩

品
』
に
あ
っ
た
。
し
か
も
患
者
と
の
共
同
生
活
を
続

け
る
中
で
、
師
の
救
癩
活
動
は
慈
善
事
業
の
域
を
越

え
て
、
　
「
但
行
礼
拝
」
の
実
践
修
行
へ
と
発
展
し
て

い
く
こ
と
が
、
　
「
初
め
は
気
の
毒
な
人
を
救
う
と
い

う
念
が
強
か
っ
た
が
、
段
々
に
、
こ
れ
は
竜
戴
滅
罪

の
燧
道
作
業
だ
と
い
う
心
が
強
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
」

と
い
う
師
の
著
述
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
当
時
の
癩
予
防
法
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
を
隔
離
・
監
視
す
る
と
い
う
社
会
状
況

の
中
で
、
師
が
ハ
ン
セ
ン
病
の
方
々
に
対
し
て
、

「
蚕
食
礼
拝
」
．
の
姿
勢
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、

私
た
ち
日
蓮
教
徒
は
、
人
権
尊
重
に
つ
い
て
の
厳
し

い
教
訓
と
し
て
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
と
し
て
、
　
『
安

楽
行
品
』
の
「
国
王
、
王
子
、
大
臣
に
親
近
せ
ざ

れ
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
こ
れ
は
か
っ

て
の
戦
争
中
に
、
日
蓮
教
団
や
他
の
仏
教
教
団
は
ど

う
い
う
行
動
を
と
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
絡
ん

で
く
る
。
国
家
神
道
体
制
下
で
信
教
の
自
由
を
堅
持

で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
れ
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
既
成

教
団
が
、
戦
争
に
協
力
し
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
が

必
要
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
「
栴
陀
羅
が
子
な
り
」

と
い
う
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
朝
鮮
や
中
国
の
人
た
ち

に
対
す
る
民
族
差
別
は
許
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
の

に
、
当
時
の
社
会
状
況
か
ら
何
ら
の
抵
抗
も
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
、
私
た
ち
の
こ
れ
か
ち
の
あ
り
方
と

し
て
反
省
し
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
日
蓮
宗
で
は
、
　
「
人
権
対
策
室
」
に
な
っ
て
い

る
。
私
た
ち
は
人
権
と
い
う
大
き
な
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
ほ
ん
の
初
歩

だ
が
、
他
教
団
の
方
と
も
手
を
つ
な
い
で
、
差
別
の

な
い
平
等
な
社
会
を
創
っ
て
い
く
こ
と
に
努
力
を
重

ね
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
私
た
ち
の
心

の
中
に
あ
る
、
潜
在
的
差
別
意
識
を
な
く
し
て
い
く

た
め
に
、
研
修
を
重
ね
、
実
践
的
に
ど
う
行
動
し
て

い
く
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
が
、
こ
れ
が
私
た
ち
の
宗
祖
、
祖
師
方
に

対
す
る
報
恩
の
道
で
あ
る
と
思
う
。
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団
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日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四
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も
◆
与
◆
毒
6
奪
◆
曝
◆
爆
◆
奪
◆
ら
◆
も
◆
癒
◆
肇
◆

1994年9月1日

三
綱
豊
幌
｛
局
儲
画
一
呈
ミ

　
一
八
月
－

　
一
日
　
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参

　
　
　
　
拝
中
止
の
要
請
」
を
総
理
大
臣
へ
提
出

　
四
日
　
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
七
周
年
の
集
い
参
列

十
五
日
　
千
鳥
ケ
淵
平
和
祈
願
法
要
参
列

十
二
日
　
局
内
会
議

十
五
日
　
法
律
相
談
室

千
坂
　
精
道
（
元
愚
劣
関
西
事
務
局
事
務
総
長
）

七
月
十
五
日
、
六
十
六
歳
で
遷
化

元
臨
済
宗
妙
心
寺
派
花
園
話
本
部
長

小
田
原
　
利
仁
（
轟
轟
仏
常
務
理
事
）

入
月
二
日
、
七
・
十
四
歳
で
遷
化

元
曹
洞
宗
総
務
部
長

十
六
日
　
同
和
委
員
会

全

参細心㊧鶴田

仏

　第19回WFB世界仏教徒会議が、来る

11月23日よりタイのバンコクにて開催さ

れます。本会では、この大会の公式代表

団に参加される方を募集いたします。代

表団はバンコク市郊外のブッダマンダラ

ホールで行われる開会式に出席いたします。

　基本コースは、大会参加後、エメラル

ド寺院や暁の寺、古都アユタヤの仏跡を

巡る旅行です。チャオプラヤー川クルー

ジングなども企画しております。

　また、ネパールコースは、釈尊生誕の

地ネパール王国ルンビニー園を訪問し、

その後WFB大会に参加していただくツ
アーです。

　タイ、ネパールとも、この時期は雨季

明けで比較的安定した気候です。旅行に

は最適の好時節といえます。ぜひお誘い

合わせのうえ、お申し込みくださいます

よう、ご案内申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④基本コース〈東京発・大阪町〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆期日＝平成6年11月22～26日　5日間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆参加費用：お一人様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　165，000円
　　　　　　　　　　　　　　　　「襲罎◆募集人員：東京80名大阪40名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③基本コース〈名古屋発〉

ザ＿＿＿＿＿＿＿＿＿“◇＿＿＿＿＿ゆ＿＿◎飾◆期日：平成6年11月21～26日　6日間

曝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毒

浅草通り五鳳会加盟店

漱一遍浜r国商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　　電　話　　代表（3841）4965

1◆期日：平成6年11月17～26日　10日間
i◆参加醐；お一人様348，…円

；◆募集人員：25名
ら

1◎　オプショナルツアー〈チェンマイ〉

もψ◆ψ・ひψ一ψφψ・ひ瀞◎・“．●・ψφψφψ◆ψ◆ψφゆφψφ｛ひψ◆ψ◆ψ◆議

i◆11月24～25日◆35，…円

；○　締め切り：10月14日（金）
も

10　お問い合わせ、お申し込み
ら

；JTB団体旅行東京中央支店
ち

◆　容03－3257－B421　　　FAXO3－3257－8466
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